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３年後、進化したＰＴＡの存在感

・講師への依頼
・当日のお迎え（駐車場や会場のセッティング）
・誘導体制
・お礼の手渡し

ＰＴＡ進路指導委員会が行う

生徒達の意識の変化　　　　生徒を交えた取組

・講師の誘導
・司会進行

　　　〇第一学年学年主任の感想
仕事に対する「やりがい」や「大変さ」を伝えていただい
た方、「夢や人生観」を語っていただいた方、「高校時代
に何をすべきか」を伝えていただいた方・・・ここで蒔か
れた種が大きく成長し、充実した果実になることを期待し
たいと思います。

フェイシャルエステ

国際教育エージェント
・教員やＰＴＡからも「継続した実施を」の声

平成27年度は10月29日（木）、11月５日（木）

愛知県立鳴海高等学校

一粒の種まき　（キャリア教育）

鳴海高等学校第１学年各ホームルームと特別教室　

平成27年度は、両日とも第４時限目（11:50～12:40）

第１学年生徒359名　　　※10月29日は20講座、11月５日は21講座開講

ＰＴＡ進路指導委員会

・講師の感想も「よく聞いていた」と高評価

　学校は、機を得たＰＴＡからの提案に乗った。

〔歴史的変遷から〕
　　かつては、自分の将来について考えるということで、総合的な学習の時間として行われてき
　た。

１年生のテーマ　『自分の生き方在り方を見つめる』
  １学期･･･過去の自分 これからの自分　（自分の意見を綴った）

◎ＰＴＡが主体となって、やっていくことで合意。

として放映されました。
ＮＨＫ『ホットイブニング』でキャリア教育の取組

進路

  生徒が、様々な分野の職業に携わる方々の社会人の話を伺い、生き方・在り方を
理解することによって、正しい職業観を育み、生涯を通して勉学することの重要性
を認識する一助とします。
　そのために、ＰＴＡ進路指導委員のお母さん達や教師が、社会人、職業人の方々
に、現場のリアルな話をしていただけるようお願いし、実施しています。

生徒が、社会人、職業人としての生き方、在り方を理解し、将来の参考にする。

4

・連絡をFAXからメールに変更。手間が省け、確認がスムーズになりました。
・生徒代表を２名にし、一人は案内、一人は教室整備・確認をしました。

　　　〇講師の方の感想

〔10年目を迎えて〕

  ２学期･･･社会の第一線で活躍する人々をお招きして　（講演会を開催した）
  ３学期･･･進路選択を考える　（大学見学に出かけた） ・よく目が合い、話を聞き漏らすまいという真剣さを感じ

　た。
・事前に質問票をいただけるのはありがたかったが、具体
　的に何が一番聞きたい事か分かりづらく、話す内容に苦
　労した。
・卒業生で講師として来ていただいた方からは、
　"卒業生にもよい企画"と高評価をいただいた。
・座談会風にして、もっと生徒の声が聞きたかった。
・人前で話す、特に『思いを伝える』というのは非常に難
　しく、改めて先生方はすごいなと思いました。初心に返
　ることができ、楽しい勉強時間をいただきありがとうご
　ざいました。

何度も打合せや職員会議を経て行われた第１回目は、

・学校とPTAの両方の合同作業で成り立っていま
　す。

・お母さん達が年々変わっていくことで、講師も
　更新されていきます。

・講師が更新されていくことで、新しい職の今の
　声を聞くことができます。
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メール送信先 info@aichikoupren.org

〔最後に〕
　　　当時のＰＴＡ進路指導委員長が『一粒の種まき』の命名者で発案者です。
　　　その当時の広報紙にあった言葉で、

　　　"井戸の水を飲むときは、水を汲んで来てくれた人に感謝するだけでなく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井戸を掘った人への感謝を忘れてはならない"
　
　　とありました。
　　　子ども達だけでなく、卒業して社会人になった人達にもよい取組なので、10年間絶えること
　　なく続いてきました。
　　　これからも、自分の生きる道を見つけるためのヒントとして継続していきたいと思います。

　　〇ＰＴＡ進路指導委員の感想
　　　・大手の企業だと上司や広報の許可が出ないので・・・と断ら
　　　　れることがある。
　　　・メンバー14人で盆明けまでに目標人数を達成するのが大変。
　　　・今年度ではないが、講師が集められず、苦肉の策で近所の美
　　　　容院や葬儀場へ飛び込みでお願いして来てもらったことが
　　　　あった。
　　　・話を聞く姿勢や子ども達の感想を見ると、将来に対する前向
　　　　きな考えを持っていて、そんな姿を見られるのは大変うれし
　　　　い。

　　〇子ども達の感想
　　　・多くの種をいただいたことを無駄にしないよう学習し、育て
　　　　ていきたい。そして、いつの日かここで得たことを伝えられ
　　　　るように努めていきたい。
　　　・大人用おむつをはじめて見たし、費用が思った以上にかかる
　　　　こともはじめて知りました。

社会福祉
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